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は
じ
め
に

　

平
成
二
十
五
年
六
月
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
だ

が
、
こ
の
登
録
が
「
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
か
ら
の
評
価
で

あ
っ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
富
士
山
に
対
す
る
信
仰
は
、
こ
こ
神
奈

川
で
も
大
変
に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
『
神
奈
川
の
富
士
講
』⑴
に

掲
載
さ
れ
た
県
内
の
富
士
塚
、
富
士
講
の
事
例
が
語
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
そ
の
著
者
で
あ
る
富
士
信
仰
研
究
の
先
達
・
大
谷
忠
雄
氏
は
、

書
名
の
「
富
士
講
」
だ
け
で
な
く
、
県
内
各
地
の
「
富
士
塚
」
つ
ま

り
人
工
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
富
士
山
に
つ
い
て
も
詳
し
く
記
録
し
て
い

る
。

　

大
谷
氏
は
そ
の
富
士
塚
に
つ
い
て
「
い
わ
ゆ
る
江
戸
型
の
富
士
塚

が
、
三
浦
半
島
、
相
模
川
右
岸
に
は
み
ら
れ
ず
、
川
崎
市
北
部
か
ら

藤
沢
市
ま
で
の
県
東
部
に
集
中
し
て
い
る
」⑵
と
の
指
摘
も
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
平
本
元
一
氏
は
鐘
ケ
嶽
（
厚
木
市
七
沢
）
に
お

け
る
信
仰
活
動
の
事
例
を
「
富
士
塚
の
大
型
化
」⑶
と
捉
え
た
報
告

を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
は
平
本
氏
の
報
告
を
受
け
、
こ
の
問
題
を
富

士
塚
と
の
類
似
点
、
相
違
点
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
か
と
展
示
会
、
談

話
会
な
ど
で
問
題
提
起
を
し
た
こ
と
が
あ
る
⑷
。
小
稿
で
は
、
鐘
ケ

嶽
と
厚
木
の
富
士
信
仰
を
中
心
に
、
さ
ら
に
「
相
模
川
右
岸
」
周
辺

の
い
く
つ
か
の
事
例
を
み
る
こ
と
で
、
大
谷
氏
が
指
摘
し
た
神
奈
川

の
「
富
士
塚
」「
富
士
講
」
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
整
理
し
て

お
き
た
い
。

〈
論　

文
〉

　
　

富
士
塚
と
富
士
講―

鐘
ケ
嶽
と
富
士
信
仰
を
め
ぐ
って―
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一　
「
富
士
塚
」「
富
士
講
」
と
は

　

富
士
山
は
、
八
世
紀
成
立
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
時
代
か
ら
神

の
住
む
山
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
が
、
中
世
ま
で
は
修
験
者
以
外

を
寄
せ
つ
け
な
い
山
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
富
士
山
を

信
仰
し
登
拝
し
代
参
す
る
富

士
講
に
よ
り
、
庶
民
登
拝
の

時
代
が
到
来
す
る
。
課
題
に

つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
富
士

塚
、
富
士
講
そ
れ
ぞ
れ
の
概

要
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て

お
こ
う
。

　

ま
ず
は
富
士
塚
の
造
立
者

で
あ
り
、
信
仰
母
体
で
あ
る

富
士
講
に
つ
い
て
み
て
み
よ

う
。

　

富
士
講
と
は
、
先
達
と
い

わ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と

し
た
富
士
山
を
信
仰
す
る
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
だ
が
、神
奈
川
圏
域（
南

武
蔵
及
び
相
模
地
方
）
に
進
出
し
た
の
は
、
か
な
り
古
い
時
期
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
富
士
講
は
ま
ず
江
戸
市
中
で
組
織
さ
れ
、
江
戸
周

縁
の
村
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
周
縁
部
の
諸
村
で

も
独
自
の
講
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
各
地
に
も
派
生
し
て

い
っ
た
の
だ
。
神
奈
川
県
域
で
は
、
地
域
で
独
自
に
発
生
し
た
講
が

多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

鉄
炮
洲
本
湊
町
（
現 

東
京
都
中
央
区
）
の
泰
行
長
嶋
庄
治
郎
が
、

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
作
成
し
た
「
富
士
講
惣
印
図
」
に
、

神
奈
川
県
内
の
講
と
し
て
六
つ
の
講
名
、
そ
の
創
立
者
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
平
野
榮
次
氏
は
指
摘
し
て
い
る
⑸
。

　

当
時
、「
江
戸
は
広
く
て
八
百
八
町
、
江
戸
は
多
く
て
八
百
八
講
」

と
い
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
町
に
一
つ
の
富
士
講
が
あ
っ
た
ほ

ど
に
、
富
士
講
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
各
地
に
組
織
さ
れ
た
富
士
講
の

中
か
ら
、
由
緒
あ
る
講
一
〇
八
つ
を
選
り
す
ぐ
っ
て
作
り
上
げ
た
の

が
惣
印
図
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
後
期
に
は
神
奈
川
県
に
も
歴
史
あ
る

講
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
川
崎
、
藤
沢
、
小
田
原

講印 講　名 拠　点 創立者

タテカワ講 武州川崎宿 西川伊右衛門

ヤマトミ講 武州稲毛玉川 要蔵

フジカスミ講 武州神奈川 　　

モトイチ講 相州藤沢宿 九左衛門

マルフク講 相州小田原宿 　　

（講名不明） 相模国 　　
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な
ど
、そ
の
よ
う
な
講
が
存
在
し
た
地
域
か
ら
、街
道
伝
い
に
広
が
っ

て
い
っ
た
こ
と
も
伺
わ
れ
、
地
方
都
市
で
あ
る
宿
駅
が
そ
の
拠
点
と

な
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

一
方
、
県
東
部
、
西
部
、
そ
し
て
東
海
道
沿
線
の
富
士
信
仰
と
比

べ
る
と
、
県
央
部
の
富
士
信
仰
集
団
は
、
講
名
な
ど
か
ら
江
戸
の
著

名
な
元
講
か
ら
分
か
れ
た
枝
講
の
さ
ら
に
、
そ
の
分
れ
と
考
え
ら
れ

る
。
あ
る
い
は
直
接
、
富
士
御
師
が
来
村
し
、
そ
の
関
わ
り
の
中
で

発
達
し
て
い
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
高
座
郡
上

溝
（
相
模
原
市
）
の
人
で
、
菊
田
式
部
の
弟
子
で
あ
っ
た
誓
行
徳
山
、

高
座
郡
上
郷
（
海
老
名
市
）
に
も
、
富
士
講
中
興
の
祖
・
食
行
身
禄

の
直
弟
子
・
日
行
青
山
が
「
御
伝
え
」
を
授
け
た
玉
行
星
山
（
井
上

吉
兵
衛
）
の
存
在
な
ど
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

そ
の
富
士
講
が
造
立
者
主
体
と
な
る
「
富
士
塚
」
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
。
そ
の
定
義
は
、一
般
に
①
富
士
講
徒
に
よ
る
加
工
、

②
奥
宮
、
小
御
嶽
、
烏
帽
子
岩
、
胎
内
を
設
け
る
、
③
そ
の
他
、
稲

妻
型
の
参
道
、
富
士
山
の
溶
岩
塊
を
張
り
付
け
る
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

人
工
富
士
山
を
さ
す
が
、
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
⑹
。
例
え
ば
、

古
墳
も
し
く
は
崖
、
丘
状
の
地
形
を
利
用
し
た
富
士
塚
に
つ
い
て
岩

科
小
一
郎
氏
は
当
初
「
そ
れ
は
ち
が
う
と
い
い
た
い
」
と
、
富
士
塚

で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
平
野
榮
次
氏
は
、
古
墳
利
用
の
駒
込
富

士
を
富
士
塚
か
ら
外
し
な
が
ら
も
、
富
士
講
徒
に
よ
り
、
富
士
塚
へ

の
正
統
な
加
工
が
施
さ
れ
て
い
れ
ば
富
士
塚
と
い
え
る
と
す
る
⑺
。

　

現
在
、
そ
の
い
く
つ
か
が
国
指
定
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
富
士
塚
だ
が
、
富
士
講
中
興
の
祖
・
食
行
身
禄
の
直
弟

子
で
あ
る
日
行
青
山
（
高
田
藤
四
郎
）
が
造
立
し
た
高
田
富
士
（
東

京
都
新
宿
区
、
消
滅
）
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
⑻
。
こ
の
富
士
塚
へ
は
、

御
山
開
き
の
七
月
一
日
に
善
男
善
女
が
お
参
り
を
し
た
り
、
七
ヶ
所

の
富
士
塚
を
回
る
「
七
富
士
参
り
」
が
行
わ
れ
た
り
も
し
た
。

　

大
谷
氏
の
「
い
わ
ゆ
る
江
戸
型
の
富
士
塚
」
と
は
①
〜
③
ま
で
の

条
件
を
満
た
す
よ
う
な
塚
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
れ
が「
川

崎
市
の
北
部
か
ら
藤
沢
市
の
県
東
部
に
集
中
し
」
て
お
り
、「
相
模

川
西
岸
、
藤
沢
用
田
の
山
高
丸
照
講
造
立
に
な
る
富
士
塚
（
す
で
に

な
い
）
よ
り
西
に
は
み
ら
れ
な
い
」⑼
も
の
と
指
摘
す
る
。

　

で
は
、
神
奈
川
県
央
、
県
西
部
に
は
富
士
塚
は
な
い
の
か
、
あ
る
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い
は
「
江
戸
型
」
で
は
な
い
タ
イ
プ
の
富
士
塚
が
あ
る
の
か
、
そ
れ

が
本
稿
の
一
つ
の
テ
ー
マ
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
厚
木
市
域
の
富
士

塚
を
例
に
み
て
み
た
い
。

　

厚
木
で
「
フ
ジ
ヅ
カ
」
と
い
う
言
葉
が
さ
す
対
象
は
、
二
つ
の
タ

イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
と
飯
田
孝
氏
は
述
べ
て
い
る
⑽
。
一
つ
は
宝
永

四
年
（
一
七
〇
七
）
の
富
士
山
噴
火
の
際
に
降
り
積
っ
た
火
山
灰
を

集
め
て
塚
と
し
た
も
の
、
も
う
一
つ
は
富
士
信
仰
の
た
め
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
前
者
の
火
山
灰
で
作
っ
た
塚
上
に
祠
を
建

て
祀
っ
た
も
の
も
含
む
と
い
う
。

　

先
に
あ
げ
た
富
士
塚
の
定
義
か
ら
み
る
と
、
①
、
②
の
祠
の
設
置

以
外
は
満
た
す
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
宝
永
噴
火
の
富
士
砂
を
盛
っ
た

塚
に
祠
を
立
て
た
の
が
、
厚
木
市
依
知
の
藤
塚
地
区
に
あ
る
富
士
塚

だ
。
塚
上
に
は
祠
が
据
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
碑
に

は
「
富
士
講
惣
印
図
」
の
タ
テ
カ
ワ
講
創
立
者
「
大
先
達　

川
崎
宿

西
川
伊
右
衛
門
」
の
名
も
み
ら
れ
る
が
、
富
士
講
、
祭
祀
主
体
は
す

で
に
な
く
、
祭
祀
形
態
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
⑾
。

　

ま
た
、後
者
の
変
形
型
富
士
塚
は
厚
木
市
及
川
地
区
に
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
に
彦
惣
塚
と
呼
ば
れ
て
い
た
既
存
の
塚
を
、
丸
山

教
の
信
者
が
富
士
塚
に
改
造
し
た
も
の
だ
⑿
。
在
地
の
富
士
講
に
代

わ
り
、
扶
桑
教
や
丸
山
教
な
ど
富
士
信
仰
を
中
心
に
据
え
た
新
興
宗

教
が
強
烈
な
勢
い
で
入
り
込
ん
で
き
た
明
治
期
の
宗
教
事
情
を
物
語

る
。
明
治
期
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
①
富
士
講
徒
に
よ
る
加

工
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
富
士
塚
と
み
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

　

神
奈
川
県
央
部
で
は
、
丸
山
教
が
主
催
し
た
明
治
十
三
年
（
一
八

八
〇
）
の
相
模
川
天
拝
式
に
三
万
六
千
人
が
集
ま
っ
た
と
い
い
、
高

座
郡
磯
部
（
現
相
模
原
市
）
に
は
信
徒
九
万
三
千
人
を
誇
っ
た
皇
徳

泰
教
会
所
が
あ
っ
た
。
厚
木
市
域
に
も
い
く
つ
か
の
丸
山
講
社
が
確

認
さ
れ
て
い
る
⒀
。
当
時
、
丸
山
コ
レ
ラ
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
爆
発

的
な
勢
い
で
信
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
丸
山
教
に
つ
い
て
は
、
自
由

民
権
運
動
と
も
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は

詳
し
く
ふ
れ
る
こ
と
は
し
な
い
⒁
。

　

二　

鐘
ケ
嶽
の
信
仰
と
富
士
信
仰

　
「
江
戸
型
で
は
な
い
富
士
塚
」
の
二
事
例
を
提
示
し
、
そ
の
実
体
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【写真４】18丁目丁石（ 講） 【写真３】12丁目丁石（元一 講）

【写真２】浅間神社 【写真１】鐘ケ嶽

【写真６】庚申記念碑（大正９年） 【写真５】22丁目小御嶽石尊　大権現
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を
み
た
が
、
本
章
で
は
小
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
富
士
塚
に
代
わ
る

も
の
」
と
し
て
、
厚
木
市
七
沢
に
位
置
す
る
鐘
ケ
嶽
の
信
仰
を
と
り

あ
げ
、
石
造
物
な
ど
か
ら
そ
の
機
能
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

鐘
ケ
嶽
は
、「
海
老
名
側
か
ら
見
る
と
、
大
山
の
手
前
に
見
え
る

ハ
ヤ
マ
（
奥
山
に
対
す
る
端
山
、
里
に
近
い
こ
ん
も
り
と
し
た
山
）

で
あ
る
。
山
林
修
行
拠
点
と
し
て
の
山
岳
寺
院
を
建
立
す
る
に
は
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」⒂
と
城
川
隆
盛
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
鐘
ケ

嶽
廃
寺
跡
が
あ
る
古
代
か
ら
の
聖
地
で
あ
る
。
山
頂
に
は
、
修
験
の

行
所
コ
ー
ス
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
二
体
の
不
動
石
造
が
あ

る
。
一
つ
は
高
さ
百
三
十
二
㎝
の
旧
像
、そ
の
損
傷
が
激
し
い
た
め
、

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
再
建
さ
れ
た
高
さ
百
二
十
一
㎝
の
も

う
一
つ
の
石
像
も
こ
の
山
の
信
仰
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
前
章
で
と
り
あ
げ
た
二
事
例
と
は
異
な
り
、
富
士
塚
の

定
義
、
①
〜
③
を
満
た
し
て
い
な
い
。
そ
の
鐘
ケ
嶽
（
写
真
１
）
に

対
し
、
平
本
元
一
氏
は
「
一
種
の
ミ
ニ
富
士
化
、
富
士
塚
の
大
型
化

と
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
窺
え
る
」⒃
と
述
べ
て
い
る
。
平
本
氏

は
何
故
、
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
の
か
。
そ
の
概
要
を
『
七
沢
浅
間
神

社
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
調
査
』⒄
か
ら
み
て
い
く
中
で
、「
富
士
塚
」

と
の
類
似
点
、
相
違
点
を
考
え
て
み
た
い
。

　

浅
間
神
社
（
写
真
２
）
を
山
頂
に
祀
る
鐘
ケ
嶽
（
別
名
浅
間
山
）

は
、
参
道
の
十
五
丁
目
〜
十
七
丁
目
付
近
よ
り
平
安
期
の
布
目
瓦
や

須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
、
古
い
時
代
か
ら
信
仰
の
対
象
と
な
り
、

信
仰
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
浅
間
神
社
は
、
明
治

初
年
に
村
内
の
山
王
社
、
八
幡
社
な
ど
を
合
祀
し
て
「
七
沢
神
社
」

と
な
り
、
七
沢
の
大
竹
地
区
に
あ
る
旧
八
幡
社
の
建
物
が
、
七
沢
神

社
の
遥
拝
所
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
近
世
期
に
は
、
社
殿
よ
り
一
段
下
が
っ
た
場
所
に
、
別
当

寺
と
し
て
尾
張
徳
川
家
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
禅
法
寺
と
い
う
天
台
宗

の
寺
院
が
あ
っ
た
。
こ
の
寺
院
は
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
り
、
一
部

の
什
物
、
宝
物
が
浅
間
神
社
や
観
音
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

七
沢
横
畑
地
区
の
浅
間
神
社
へ
の
別
れ
道
に
は「
せ
ん
げ
ん
み
ち
」

と
刻
ん
だ
道
標
が
あ
り
、
こ
れ
を
頼
り
に
し
ば
ら
く
行
く
と
、
浅
間

神
社
に
向
か
う
登
山
口
で
あ
る
石
鳥
居
の
前
「
ト
リ
イ
バ
」
に
で
る
。

こ
こ
を
起
点
に
、
山
頂
社
殿
の
鳥
居
下
の
二
十
八
丁
目
ま
で
の
参
道
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に
は
、順
路
を
示
す
丁
石
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
造
物
の
多
く
は
、

文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
丁
石
は
、

風
化
に
よ
っ
て
銘
文
が
判
読
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
の
富

士
講
信
者
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
３
〜
５
）。

　

参
道
の
二
丁
目
か
ら
九
丁
目
ま
で
の
丁
石
は
、
富
士
信
仰
と
は
関

係
な
く
、
左
表
の
よ
う
な
丸
彫
り
の
仏
像
が
載
せ
て
あ
る
。

　

十
丁
目
か
ら
二
十
八
丁
目
ま
で
の
丁
石
は
、
下
表
の
よ
う
に
富
士

山
を
信
奉
す
る
神
奈
川
県
央
地
域
の
富
士
講
の
人
々
が
、そ
の
講
名
、

講
員
名
、
い
く
つ
か
に
は
講
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
先
達
名
を
記
し
、

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

丁　
　

目

仏　
　

像

縁　
　

日

三
丁
目

四
丁
目

五
丁
目

六
丁
目

七
丁
目

八
丁
目

虚
空
蔵
菩
薩

文
殊
菩
薩

普
賢
菩
薩

勢
至
菩
薩

大
日
如
来

不
動
尊

縁
日
十
三
日

縁
日
二
十
五
日

縁
日
二
十
四
日

縁
日
二
十
三
日

縁
日
八
日

縁
日
二
十
八
日

丁　

目

奉
納
講
中

講
中
所
在
地
等

十
丁
目

十
一
丁
目

十
二
丁
目

十
三
丁
目

十
四
丁
目

十
五
丁
目

十
六
丁
目

十
七
丁
目

十
八
丁
目

十
九
丁
目

二
十
丁
目

二
十
一
丁
目

二
十
二
丁
目

二
十
二
丁
目

二
十
三
丁
目

二
十
五
丁
目

二
十
六
丁
目

二
十
七
丁
目

二
十
八
丁
目

元
一　

講

元
一　

講

△
朝
日
高
講

△
高　

講

元
一　

講

丸
川
上
講

講講講
△
高　

講

△
高　

講

△
高　

講

△
高　

講

△
高　

講

△
高　

講

△
高　

講

△
高　

講

大
和
市
福
田
、
大
磯
町
中
丸

厚
木
市
長
谷

大
磯
町
西
小
磯　

先
達
甚
四
郎

綾
瀬
市
本
蓼
川
、
海
老
名
市
門
沢
橋

伊
勢
原
市
高
森

藤
沢
市
打
戻

藤
沢
宿

八
王
子
市
寺
町

綾
瀬
市
吉
岡
、
平
塚
市
南
金
目
、「
土
屋

村
先
達
庄
右
衛
門
、
矢
沢
村
先
達
万
右
衛

門
、
上
古
沢
村
先
達
熊
蔵
」

横
浜
市
和
泉

横
浜
市
和
泉

横
浜
市
宮
沢

藤
沢
市
用
田　

小
島
喜
太
郎
事
静
行
喜
山

藤
沢
市
用
田　

先
達
用
田
村
静
行
喜
山

藤
沢
市
菖
蒲
沢
、
同
宮
原

海
老
名
市
今
里

藤
沢
市
葛
原

綾
瀬
市
吉
岡

（
不
明
）
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奉
納
講
中
は
、

（
以
下
、
△
は
こ
の
文
字
を
示
す
）
高

照
講

（
10
基
）
元
一

講
（
２
基
）、

講
（
１
基
）、
朝
日
高
講（
１
基
）、

川
上
講
（
１
基
）、

講
（
２
基
）、
△
高

講
（
１
基
）、

講
（
１

基
）
の
十
九
例
、
相
模
国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
武
蔵
国
の
人
も
含

む
、
広
域
か
ら
の
寄
進
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
鐘
ケ
嶽
へ
の

丁
石
寄
進
の
勧
化
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
誰
な
の
か
。

　

丁
石
の
奉
納
主
体
か
ら
み
る
と
、十
二
基
の
寄
進
を
行
っ
た
講
が
、

用
田
村
（
藤
沢
市
）
の
△
高

講
で
あ
る
。
こ
の
講
中
の
講
元
は
、

静
行
喜
山
の
号
を
も
つ
小
島
喜
太
郎
と
い
う
高
座
郡
用
田
村
（
藤
沢

市
）
の
人
。
丁
石
の
碑
銘
に
は
静
行
喜
山
を
「
月
参
先
達
」
と
し
た

も
の
も
あ
り
、こ
こ
か
ら
は
月
参
り
を
し
て
い
た
こ
と
も
伺
わ
れ
る
。

富
士
講
信
者
は
「
月
拝
み
」
と
称
し
、
信
者
が
崇
拝
す
る
神
々
の
名

を
記
し
た
「
御
身
抜
き
」
と
よ
ば
れ
る
掛
け
軸
を
さ
げ
、
経
文
を
唱

え
た
り
、
御
焚
き
あ
げ
を
し
て
い
た
。「
月
参
先
達
」
静
行
喜
山
が

鐘
ケ
嶽
で
、
誰
と
ど
の
よ
う
な
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
の
か
は
分
ら
な

「
△
高 

 

静
行
喜
山
霊
神

　
　
　
　
　

 

喜
法
壽
山
霊
神　

位
」（
表
）

「
明
治
八
亥
一
月
十
九
日

富
士
社
中
門
家

　
　
　

小
嶋
喜
太
郎
静
渙

　
　
　

大
蔵
村
産

　
　
　
　

同
人
妻
ゆ
き
」（
右
）

「
浄
土
□（ま
で
）□　

富
士
見
て
行
や　

な
が
き
旅　

杜
鏡
齋
」（
左
）

【写真７】
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い
が
、月
拝
み
に
類
す
る
よ
う
な
参
詣
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

二
基
に
講
名
を
残
す
元
一

講
は
、
先
の
惣
印
図
に
も
あ
る
藤
沢

の
元
一
講
⒅
の
枝
講
で
あ
り
、
藤
沢
宿
と
の
つ
な
が
り
も
み
ら
れ
る

が
、

講
の
講
名
か
ら
静
行
喜
山
が
先
達
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
鐘
ケ
嶽
へ
の
建
碑
活
動
は
、

講
が
静
行
喜
山
・
小
島
喜
太
郎

家
が
あ
る
用
田
村
を
中
心
と
し
て
、
南
は
藤
沢
宿
、
大
磯
、
そ
し
て

近
隣
の
綾
瀬
、
海
老
名
な
ど
と
の
係
わ
り
も
深
め
て
い
っ
た
こ
と
を

物
語
る
。

　

用
田
村
に
あ
る
小
島
家
墓
所
に
は
、
と
も
に
富
士
信
者
だ
っ
た
喜

太
郎
夫
妻
の
墓
が
あ
り
（
写
真
７
）、
△
高

の
字
が
刻
ま
れ
、
富

士
を
詠
み
込
ん
だ
辞
世
の
句
も
彫
ら
れ
て
い
る
。
墓
碑
銘
か
ら
富
士

講
先
達
で
あ
っ
た
喜
太
郎
夫
妻
の
葬
祭
は
神
葬
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
次
の
代
か
ら
は
仏
葬
に
戻
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
丁
石
寄
進
の
勧
化
活
動
を
鐘
ケ
嶽
・
浅
間
神
社
の
側
か
ら

み
る
と
、
そ
の
信
仰
を
広
域
に
広
め
た
の
は
、
浅
間
神
社
別
当
寺
で

あ
っ
た
禅
法
寺
の
僧
侶
・
正
し
ょ
う
ね
ん念
道ど
う

奥お
う

（
？
〜
元
治
元
年
＝
一
八
六
四
）

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
丁
石
寄
進
を
始
め
と
す
る
盛
ん
な
活
動
を
見

せ
た
年
代
か
ら
、
こ
の
道
奥
が
浅
間
神
社
（
鐘
ケ
嶽
）
と
養
蚕
、
富

士
山
（
庚
申
）
な
ど
の
信
仰
を
結
び
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
飯
田

孝
氏
は
推
測
し
て
い
る
⒆
。

　

養
蚕
が
盛
ん
に
な
っ
た
近
世
末
期
、
鐘
ケ
嶽
浅
間
神
社
は
、
富
士

山
・
木
花
開
耶
姫
信
仰
と
養
蚕
信
仰
と
を
結
び
つ
け
、
近
郷
付
近
の

養
蚕
農
家
を
始
め
、
相
模
国
、
多
摩
地
区
か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
た

こ
と
を
禅
法
寺
の
初
穂
料
受
領
書
が
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
養
蚕
農

家
が
県
内
に
な
く
な
っ
た
現
在
で
も
、
浅
間
神
社
で
は
一
月
二
十
六

日
に
ロ
ク
ヤ
サ
ン
と
い
う
祭
り
が
あ
り
、
養
蚕
が
当
た
る
よ
う
に
買

い
求
め
ら
れ
て
い
た
ダ
ル
マ
、
飾
り
物
が
売
ら
れ
て
い
る
⒇
。

　

正
念
道
奥
と
静
行
喜
山
、
ま
た
各
地
の
富
士
講
先
達
は
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
禅
法
寺
へ
養
蚕
祈
願
の
た
め
に
鐘
ケ

嶽
に
集
ま
っ
た
富
士
講
先
達
、
信
者
に
声
を
か
け
た
の
は
、
信
仰
圏

拡
大
を
狙
う
道
奥
か
、
講
の
枝
講
を
作
ろ
う
と
し
た
喜
山
な
の
か
、

そ
う
で
あ
れ
ば
実
際
の
勧
化
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
。
こ
れ
ら
を
物
語
る
資
料
は
未
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

鐘
ケ
嶽
の
丁
石
に
は
、
藤
沢
宿
の
元
一
講
、
小
田
原
宿
の

講
と
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い
っ
た
先
に
と
り
あ
げ
た
惣
印
図
に
も
あ
る
大
き
な
元
講
、
歴
史
の

あ
る

講
な
ど
の
枝
講
も
あ
っ
た
が
、
丁
石
の
碑
銘
か
ら
は
、
元
一

講
の
枝
講
、

講
を
兼
ね
る
講
の
存
在
も
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
養

蚕
が
盛
ん
な
八
王
子
な
ど
多
摩
地
区
の
富
士
講
と

講
を
つ
な
い
だ

の
は
こ
の
鐘
ケ
嶽
の
養
蚕
信
仰
の
存
在
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
富
士
講
先
達
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
喜
山
が

行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

鐘
ケ
嶽
に
丁
石
寄
進
を
行
っ
た
講
社
は

講
を
中
心
に
近
隣
諸
地

域
に
多
く
み
ら
れ
、
鐘
ケ
嶽
が
位
置
す
る
七
沢
村
及
び
厚
木
市
内
の

講
中
は
、
長
谷
村
の

講
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
各
地
の
富
士
講
先
達
へ
の
働
き
か
け
は

講
ま
た
は
静
行
喜

山
が
行
っ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
奥
な

ら
ば
地
元
と
の
つ
な
が
り
か
ら
進
め
る
の
が
順
当
だ
か
ら
だ
。

　

で
は
、
近
世
以
降
、
厚
木
市
域
に
お
け
る
富
士
信
仰
集
団
の
状
況

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
金
石
文
、
古
文
書
、
御
札
、
関
連
資
料
及
び

伝
承
な
ど
か
ら
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
な
点
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
に
あ
げ
た
も
の
以
外
で
厚
木
市
域
の

富
士
信
仰
に
つ
い
て
の
情
報
を
ラ
ン
ダ
ム
に
あ
げ
、整
理
し
て
お
く
。

①　

 

吉
田
御
師
・
菊
田
式
部
の
檀
廻
り
の
地
域
と
し
て
、
そ
の
日
記

に
「
依
智
」（
依
知
）
の
名
が
で
て
く
る
21

②　

 

萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
御
縁
年
に
は
、
富
士
吉
田
市
の
御

師
・
上
文
司
清
宜
の
手
引
に
よ
っ
て
妻
田
村
の
七
人
が
富
士
登

山
を
行
っ
て
い
る
22

③　

 

厚
木
町
に
（
富
士
山
）
東
口
御
師　

大
申
学
久
太
夫
に
よ
る
札

が
残
さ
れ
て
い
る
23

④　

 

幕
末
、
厚
木
町
の
取
り
極
め
に
東
口
御
師　

大
申
学
久
太
夫
と

の
間
で
初
穂
料
を
定
め
た
こ
と
を
記
し
た
資
料
24

⑤　

 

厚
木
町
に
井
上
某
と
い
う
富
士
行
者
が
い
て
、
巻
物
を
持
っ
て

い
た
が
、
秦
野
へ
越
し
た
25
26

⑥　

七
沢
村
へ
、
扶
桑
教
団
が
布
教
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
27

⑦　
 『

職
員
録　

神
道
扶
桑
教
共
済
講
社
』（
明
治
二
十
七
年
）
に
先

達
と
し
て
南
毛
利
村
・
吉
岡
治
次
、
林
村
・
日
下
領
道
、
水
島

忠
次
郎
の
三
名
の
名
が
あ
る
28
。

以
上
の
資
料
が
示
す
よ
う
に
、
厚
木
市
域
に
は
、
東
口
の
須
山
、
須
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走
、
そ
し
て
吉
田
口
の
御
師
が
入
っ
て
お
り
、
明
治
以
降
は
、
丸
山

教
、
扶
桑
教
な
ど
教
派
神
道
系
の
富
士
信
仰
が
広
が
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
富
士
講
社
と
直
接
の
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
正

念
道
奥
が
各
地
の
富
士
講
先
達
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
の
は
困
難
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
資
料
⑥
は
七
沢
村
在
住
の
浅
間
神
社
の
氏
子
に
も

富
士
信
仰
を
も
つ
者
た
ち
が
い
た
こ
と
を
表
す
が
、
彼
ら
は
鐘
ケ
嶽

へ
丁
石
の
石
造
物
寄
進
を
行
っ
て
い
な
い
。
氏
子
た
ち
が
鐘
ケ
嶽
へ

富
士
信
仰
絡
み
の
石
造
物
寄
進
を
行
う
の
は
、
庚
申
記
念
碑
（
写
真

６
）
が
建
立
さ
れ
る
大
正
九
年
の
御
縁
年
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
29
。

　

実
は
禅
法
寺
縁
起
に
よ
れ
ば
、
浅
間
神
社
に
と
っ
て
禅
法
寺
は
別

当
寺
以
上
の
因
縁
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
縁
起
は
、
上
杉
定

正
の
七
沢
城
落
城
以
降
、
荒
廃
し
て
い
た
禅
法
寺
を
修
繕
し
よ
う
と

鐘
ケ
嶽
の
立
木
を
伐
採
し
た
と
こ
ろ
、
氏
子
た
る
村
人
が
突
然
倒
れ

た
と
伝
え
る
。
巫
女
を
よ
び
伺
い
を
た
て
る
と
「
鐘
ケ
嶽
は
、
禅
法

寺
で
は
な
く
浅
間
神
社
の
所
有
」
と
い
う
神
託
が
伝
え
ら
れ
た
。
こ

の
縁
起
は
元
禄
元
年
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
浅
間
神

社
、
禅
法
寺
の
関
係
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
30
。
正
念
道
奥
と
静

行
喜
山
、
そ
し
て
七
沢
の
富
士
講
信
者
と
の
関
係
は
一
筋
縄
で
は
い

か
な
い
。

　

以
上
、
平
本
氏
が
指
摘
し
た
「
一
種
の
ミ
ニ
富
士
」「
富
士
塚
の

大
型
化
」
と
し
て
の
鐘
ケ
嶽
及
び
そ
の
信
仰
に
つ
い
て
み
て
き
た
。

鐘
ケ
嶽
は
「
江
戸
型
」
富
士
塚
の
要
件
は
満
た
し
て
い
な
い
が
、「
頂

上
部
の
社
」
と
し
て
浅
間
神
社
を
持
ち
、
近
隣
各
地
の
富
士
講
社
か

ら
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
鐘
ケ
嶽
は
「
富
士
塚
に
代
わ
る
も
の
」
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
形
態
上
、
富
士
塚
と
し
て
欠
け
て
い
る
も
の
は
明

確
だ
が
、
そ
れ
で
は
「
江
戸
型
」
富
士
塚
に
は
な
い
機
能
と
は
何
か
。

　

鐘
ケ
嶽
へ
寄
進
さ
れ
た
丁
石
の
役
割
を
考
え
て
み
よ
う
。
第
一
に

鐘
ケ
嶽
登
拝
者
へ
自
分
の
位
置
を
示
す
こ
と
が
主
な
目
的
だ
ろ
う

が
、
誰
も
通
ら
な
い
場
所
へ
建
立
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
寄
進

主
体
で
あ
る
講
社
の
記
念
碑
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
だ
か
ら
こ

そ
、
講
員
全
員
と
思
わ
れ
る
多
数
の
名
を
刻
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
月
参
先
達
を
名
乗
る

講
・
静
行
喜
山
は
も
ち
ろ
ん
、
各
地
の

富
士
講
先
達
、
講
員
た
ち
も
鐘
ケ
嶽
登
拝
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
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ろ
う
か
。
で
あ
れ
ば
、
江
戸
型
の
富
士
塚
に
「
七
富
士
参
り
」
の
慣

習
が
あ
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
特
定
地
域
の
施
設
で
あ
り
、
当

該
地
区
の
住
民
が
利
用
す
る
も
の
。
鐘
ケ
嶽
は
、
立
地
地
域
の
富
士

信
仰
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、

講
・
静
行
喜
山
と
正
念
道
奥
の
活

動
に
よ
る
よ
り
広
域
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
地
区
を
結
び

つ
け
る
山
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

三　

明
治
九
年
の
外
八
湖
修
行

　
「
八
湖
修
業
休
泊
記　

明
治
九
丙
子
年
第
二
月
吉
辰
」31
と
い
う
道

中
記
が
あ
る
。「
八
湖
修
行
」
と
は
下
表
の
よ
う
に
富
士
講
祖
・
角

行
東
覚
の
修
行
地
で
あ
る
内
八
湖
と
外
八
湖
を
組
み
合
わ
せ
た
水
行

修
行
地
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
富
士
登
拝
、
中
道
巡
り
と
と
も
に
富
士

講
徒
は
、
こ
の
修
行
を
重
視
し
て
い
る
。

　

一
度
で
巡
礼
可
能
な
内
八
湖
修
行
と
は
異
な
り
、
滋
賀
県
か
ら
茨

城
県
に
わ
た
っ
て
、
地
図
上
の
距
離
で
一
〇
〇
〇
㎞
を
超
え
る
周
回

コ
ー
ス
と
な
る
の
が
外
八
湖
修
行
で
あ
る
。

　

当
然
、
時
間
も
金
も
か
か
り
誰
で
も
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
大
変
な
修
行
に
挑
ん
だ
の
が
、
次
頁
の
表
に
記
し
た
「
八
湖
修

行
休
泊
記
」
の
仲
間
た
ち
で
あ
る
。
十
三
人
の
仲
間
の
中
心
は
八
王

子
の
割
菱
講
先
達
・
金
井
津
右
衛
門
で
、
他
は
武
蔵
、
相
模
、
現
在

の
行
政
区
域
で
も
五
市
に
わ
た
る
広
範
囲
の
人
た
ち
か
ら
な
る
団
体

だ
。
で
は
、
こ
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
知
り
合
い
、
こ
の
修
行
に

参
加
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

割
菱
講
先
達
・
金
井
津
右
衛
門
の
居
所
、
田
名
村
に
「
篠
崎
家
日

記
」（
文
政
十
三
〜
天
保
八
年
）が
遺
さ
れ
て
い
る
。
柴
田
力
雄
氏
は
、

こ
こ
か
ら
富
士
先
達
・
八
行
を
中
心
に
、
富
士
信
仰
に
関
連
す
る
個

所
を
抜
き
出
し
て
ま
と
め
て
い
る
32
。
そ
こ
に
は
、
青
梅（
青
梅
市
）、

内
八
湖
：
山
中
湖
、
川
口
湖
、
西
湖
、
精
進
湖
、
本
栖
湖
、

泉
水
（
吉
田
浅
間
神
社
の
御
手
洗
池
）、
明
見
湖
、
四
尾
連
。

外
八
湖
：
二
見
浦
（
三
重
県
）、
竹
生
島
（
滋
賀
県
）、
芦
ノ

湖
（
神
奈
川
県
）、
諏
訪
湖
（
長
野
県
）、
榛
名
湖
（
群
馬
県
）、

日
光
湖
（
＝
中
禅
寺
湖
、
栃
木
県
）、
佐
倉
湖
（
静
岡
県
）、

鹿
島
湖
（
＝
霞
ヶ
浦
、
茨
城
県
）
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相
原（
町
田
市
）、
菅
生（
多
摩
市
）、
大
島（
相
模
原
市
）、
八
王
子
、

舘
村
（
八
王
子
市
）、
川
和
（
横
浜
市
）、
山
際
、
棚
沢
（
厚
木
市
）、

上
溝
、
小
山
、
勝
坂（
相
模
原
市
）、
宮
寺
村（
入
間
市
）、
座
間（
座

間
市
）
と
、
富
士
講
を
通
じ
て
広
い
範
囲
と
の
付
き
合
い
が
記
さ
れ

て
い
る
。「
篠
崎
家
日
記
」
に
も
、
講
と
し
て
行
っ
た
内
八
湖
の
記

録
は
あ
る
が
、
外
八
湖
修
行
は
枝
講
を
含
め
、
こ
の
よ
う
な
仲
間
を

ベ
ー
ス
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
般
に
、
ひ
と
つ
の
富
士
講
の
講
員
が
、
他
所
の
講
員
と
信
仰
活

名　

前

住　

所

現
地
名

金
井
津
右
衛
門

金
井
夘
之
助

小
野
沢
惣
兵
衛

錬
間
虎
蔵

瀬
戸
彦
作

安
藤
厚
太
郎

清
水
兼
吉

鷲
巣
徳
平

小
宮　

兼

山
本
清
兵
衛

山
本
民
蔵

山
口
佐
兵
衛

井
之
上
馬
之
助

神
奈
川
縣
相
州
高
座
郡
田
名
村

同
州
同
郡
田
名
村

同
州
同
郡
溝
村

同
村

同
州
同
郡
座
間
村

同
州
同
郡
新
戸
村

武
州
多
摩
郡
舘
村

足
柄
縣
相
州
愛
甲
郡
厚
木
村

同
縣
同
国
大
住
郡
田
村

神
奈
川
縣
武
州
多
摩
郡
舘
村

同
縣
武
州
多
摩
郡
舘
村

同
縣
同
州
同
村

同
縣
同
州
下
長
房
村

相
模
原
市

相
模
原
市

相
模
原
市

相
模
原
市

座
間
市

相
模
原
市

八
王
子
市

厚
木
市

平
塚
市

八
王
子
市

八
王
子
市

八
王
子
市

八
王
子
市
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動
を
と
も
に
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
元

講
、
枝
講
、
同
じ
先
達
に
導
か
れ
る
講
同
士
で
は
、「
篠
崎
家
日
記
」

の
よ
う
に
、
日
常
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
外
八
湖
修
業
」
の
よ
う
な
事
例
か
ら
す
れ
ば
、

講
・
静
行
喜

山
と
正
念
道
奥
の
活
動
に
よ
っ
て
鐘
ケ
嶽
に
結
び
つ
け
ら
れ
人
々
が

何
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
、
そ
れ
が
丁
石
建
碑
だ
っ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
辺
で
は
鐘
ケ
嶽
、
明
治
以
降
に
従
来

の
富
士
講
を
取
り
込
む
こ
と
で
教
派
神
道
と
し
て
発
達
し
た
扶
桑

教
、
丸
山
教
な
ど
の
教
団
信
者
の
活
動
も
み
ら
れ
る
。
従
来
の
富
士

講
を
越
え
、
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
た
の
か
な
ど
、
鐘
ケ
嶽
と
富
士

信
仰
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
で
て
こ
よ

う
。
富
士
塚
の
定
義
、
一
番
目
に「
富
士
講
徒
に
よ
る
加
工
、
構
築
」

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
視
点
か
ら
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

　

ま
と
め
に
か
え
て

　

大
谷
忠
雄
氏
が
『
神
奈
川
の
富
士
講
』
で
県
内
の
富
士
塚
、
富
士

講
の
事
例
を
ま
と
め
て
四
十
年
、
平
本
氏
が
「
一
種
の
ミ
ニ
富
士
」

「
富
士
塚
の
大
型
化
」
と
し
て
鐘
ケ
嶽
の
信
仰
を
紹
介
、
指
摘
し
て

か
ら
三
十
年
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
も
と
に
筆
者
が
展
示
会
を
開
催

し
て
か
ら
で
さ
え
も
二
十
年
近
く
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
神
奈
川

の
富
士
信
仰
研
究
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
大
谷
氏
、
展
示
会
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
た
平
野
榮
次
氏
、
小
林
謙
光
氏
な
ど
多
く
の

富
士
信
仰
研
究
者
が
相
次
い
で
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。
生
前
の
大
谷
氏

か
ら
頂
い
た
宿
題
も
放
り
だ
し
た
ま
ま
、
何
の
報
告
も
で
き
な
い
筆

者
と
し
て
は
忸
怩
た
る
思
い
も
あ
る
。

　

い
く
つ
か
の
富
士
塚
が
国
指
定
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
昨
年
は
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
富
士
山
に

対
す
る
人
々
の
関
心
は
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
。
岩
科
小
一
郎
氏
等

に
よ
る
定
義
や
「
江
戸
型
」
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
再
度
、
富

士
塚
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
如
何
だ
ろ
う
か
。
大
谷
氏
か
ら
頂
い

た
宿
題
に
対
し
、
経
過
の
一
部
だ
け
で
も
ま
と
め
て
お
く
こ
と
で
、

多
く
の
人
に
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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〔
注
〕⑴　

 
大
谷
忠
雄
『
神
奈
川
の
富
士
講
』、
昭
和
四
十
九
年
、
神
奈
川
県
教

育
委
員
会

⑵　

 

大
谷
忠
雄
「
南
武
蔵
・
相
模
の
富
士
塚
」「
南
武
蔵
・
相
模
の
行
者

た
ち
」平
野
榮
次
編『
民
衆
宗
教
史
叢
書
第
16
巻　

富
士
浅
間
信
仰
』、

昭
和
六
十
二
年
、
雄
山
閣

⑶　

 

平
本
元
一
「
富
士
浅
間
信
仰
」『
七
沢
浅
間
神
社
と
そ
の
周
辺
に
関

す
る
調
査
』
昭
和
六
十
年
、
厚
木
市
教
育
委
員
会

⑷　

 

厚
木
市
教
育
委
員
会
『
広
重
の
冨
士
三
十
六
景
』
平
成
八
年
、
ま
た

日
本
石
仏
協
会
の
石
仏
談
話
会
（
平
成
十
三
年
六
月
）
で
「
県
央
の

石
造
物
に
つ
い
て
〜
富
士
塚
と
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
〜
」
の
発
表
を

行
っ
た
。

⑸　

 

平
野
榮
次
「
神
奈
川
の
富
士
信
仰
」『
広
重
の
冨
士
三
十
六
景
』
平

成
八
年
、
厚
木
市
教
育
委
員
会
。
東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
『
田
端

富
士
三
峰
講
調
査
報
告
書
』
平
成
七
年

⑹　

 

平
野
榮
次「
富
士
と
民
俗―

富
士
塚
を
め
ぐ
っ
て―

」『
月
刊
文
化
財
』

202
号
、
昭
和
五
十
五
年
、
第
一
法
規
。
中
島
義
一
氏
の
「
富
士
塚
の

諸
相
」（『
駒
沢
地
理
』
第
44
号
、
平
成
二
十
年
）
に
よ
れ
ば
、
東
京

都
内
一
〇
三
ケ
所
の
富
士
塚
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、溶
岩
、

奥
宮
、
里
宮
、
小
御
岳
、
鳥
居
、
合
目
、
講
碑
、
地
形
等
の
項
目
で

の
定
型
度
は
驚
く
ほ
ど
高
い
。

⑺　

 

岩
科
小
一
郎
「
東
京
の
富
士
塚
」『
あ
し
な
か
』
148
輯
、昭
和
五
十
年
、

山
村
民
俗
の
会
。
中
嶋
信
彰
氏
は
、
富
士
塚
の
定
義
に
つ
い
て
、
岩

科
説
を
踏
襲
、
形
式
で
分
け
る
平
野
説
が
古
墳
利
用
の「
駒
込
富
士
」

を
富
士
塚
で
な
い
と
す
る
こ
と
に
対
し
、
信
仰
面
か
ら
も
っ
と
大
き

な
く
く
り
で
、
浅
間
信
仰
に
対
す
る
施
設
と
考
え
る
べ
き
と
の
ご
教

示
を
い
た
だ
い
た
。

⑻　

竹
谷
靭
負
『
富
士
塚
考　

続
』
平
成
二
十
二
年
、
岩
田
書
院

⑼　

前
掲
⑵

⑽　

 

飯
田
孝
「
及
川
の
富
士
塚
」『
郷
土
資
料
室
だ
よ
り
』
14
、
平
成
元

年

⑾　
 

厚
木
市
教
育
委
員
会
『
厚
木
の
小
堂
・
小
祠
』
平
成
七
年　

上
依
知

藤
塚
上
の
小
祠
内
の
富
士
浅
間
碑
二
点
。

　

① 

（
正
面
）
大
先
達　

川
崎
宿
西
川
伊
右
衛
門
、
南
品
川　

加
賀
屋
安
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五
郎　

願
主　

江
戸
三
田　

市
屋
庄
助

　

② 
（
正
面
）
江
戸
飯
倉　

中
村
屋
作
次
郎　

同
市
兵
衛
町　

伊
勢
屋
彦

兵
衛　

同
金
杉　

松
屋
三
四
郎　

同
田
町
三
河
屋
傳
右
衛
門　

同
久

保
町　

大
黒
屋
金
兵
衛　

同
三
田　

布
屋
新
助

⑿　

前
掲
⑽

⒀　

厚
木
市
教
育
委
員
会
『
広
重
の
冨
士
三
十
六
景
』
平
成
八
年

⒁　

大
畑
哲
「
困
民
党
異
聞
」『
文
芸
多
摩
』
36
号

⒂　

城
川
隆
生
『
丹
沢
の
行
者
道
を
歩
く
』
平
成
十
七
年
、
白
山
書
房

⒃　

 

そ
の
墓
は
子
孫
で
あ
る
用
田
・
小
島
家
墓
所
に
あ
る
が
、
同
家
は
火

災
に
遭
っ
て
お
り
、
喜
太
郎
関
連
の
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

⒄　

前
掲
⑶

⒅　

前
掲
⑸

⒆　

 

飯
田
孝
「
禅
法
寺
」『
七
沢
浅
間
神
社
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
調
査
』

昭
和
六
十
年
、
厚
木
市
教
育
委
員
会

⒇　

 「
ロ
ク
ヤ
サ
ン
」『
厚
木
の
民
俗
11
』
平
成
十
七
年
、
厚
木
市
教
育
委

員
会
。
写
真
は
、
禅
法
寺
に
よ
る
初
穂
受
領
書（
小
島
瓔
禮
氏
蔵
）。

21　

 

平
野
榮
次
「『
菊
田
日
記
』
か
ら
見
た
吉
田
御
師
と
富
士
講
」
地
方
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史
研
究
協
議
会
編
『
甲
府
盆
地―

そ
の
歴
史
と
地
域
性
』、
昭
和
五

十
九
年
、
雄
山
閣

22　

大
谷
忠
雄
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

23　
「
冨
士
一
山
教
会
講
社　

祈
念
神
璽
」（
郷
土
資
料
館
所
蔵
資
料
）

24　

 

飯
田
孝
氏
所
蔵
「
厚
木
町
全
体
に
関
す
る
旧
記
録
」
中
の
「
富
士
山

御
師
大
猿
楽
太
夫
、
上
町
名
主
方
家
並
軒
別
近
年
七
百
文
御
初
穂
取

極
」

25　

 

鈴
村
茂
「
富
士
浅
間
信
仰
」『
野
だ
ち
の
石
造
物
』
昭
和
四
十
七
年
、

厚
木
市
教
育
委
員
会

26　

 

鈴
木
宏
「
相
州
厚
木
宿
に
伝
来
し
た
富
士
講
資
料
「
烏
帽
子
岩
御
日

並
書
直
筆
」
つ
い
て
」『
阿
夫
利
』
第
12
号
、
平
成
十
一
年
、
厚
木

市
文
化
財
協
会

27　

 「
冨
士
一
山
教
会
講
社　

祈
念
神
璽
」（
郷
土
資
料
館
所
蔵
資
料
）
は
、

七
沢
の
Ｋ
家
の
寄
贈
資
料
で
あ
る
が
、
伊
勢
原
市
高
森
、
秦
野
市
東

田
原
で
も
、
同
種
の
資
料
を
確
認
し
た
。

28　

前
掲
⒀

29　

厚
木
市
教
育
委
員
会
『
野
だ
ち
の
石
造
物
』
昭
和
四
十
七
年

30　

 

厚
木
市
『
厚
木
市
史　

近
世
資
料
編
（
１
）
社
寺
』
昭
和
六
十
一
年
、

厚
木
市
郷
土
資
料
館
『
あ
つ
ぎ　

縁
起
書
の
世
界
』
平
成
二
十
四
年
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
「
立
木
の
伐
採
で
こ
の
騒
ぎ
で
あ
れ
ば
、
七
沢

石
の
丁
場
開
発
、
採
掘
の
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
」
と
の
指
摘
を

城
川
隆
生
氏
か
ら
受
け
て
い
る
が
、未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

31　

 

岩
科
小
一
郎
「
内
外
八
海
修
業
」『
富
士
講
の
歴
史
』
昭
和
五
十
八
年
、

名
著
出
版
。
原
資
料
は
相
模
原
市
津
久
井
郷
土
資
料
室
所
蔵
。

32　

柴
田
力
雄
氏
か
ら
デ
ー
タ
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。




